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日本産ミズスマシ科概説 ( 1 )
佐 藤 正 孝

はじめに かっては, 郊外へ出掛けたりすると,
水田, 池, 小川, その他のfellかな水溜りでさえも ,
水面をグルグル輪をかきながら泳いでいるミズスマ
シの姿をよく日にしたものである。 しかし , ここ10
数年来, 薬, 産業公害などによる水汚染問題が世
論を1f iしはじめてから, このミズスマシその他の水
l iJ是虫の姿を見なくな
ったような気がする。
確かに, 筆者自身も子
供の頃は沢山いた水生
貴:‘虫がいなくなったと
の感じを強くし, 最近
では時と して研究資料
の入手にも困難をきた
す場合があるようにな
った。 こんなことを話
し合いながら, 一部の
人々から , 日本の水生
「Fl虫について早くまと
めておかないといなく

なってしまうのではな
いか , といったよ うな

激励とも威かしともつ

日を設けなければといつた意見,   LENG (1920) や
JEANNEL(1941)のように他の群と特に分けた主科を
設けたり , 幼虫の分類からそれに實成する BOvING
& CRAIGHEAD(l931) などさまざまな意見がある。
しかし, HATCH(1925), CRowsoN(1954), LARSEN
(1966) など最近ではヶ' ンゴロウ科近緑の 1 科にす

ぎないとする意見が支
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持されているようであ
る。 ミズスマシの示す
特異な形態は, 水面に
生活するための通応の
結果にすぎないと考え
られている。
現在,  ミズスマシ科
には全世界に約800種
が知られており, 主と
して熱帶からIIE熱用・に
かけて分布している。
日本からは僅か15種し
か知られていないが,
そのほとんどが南方系
要素のものであるe 人
生との直接利害関係が

かぬような意見をいた 第1 図 いろいろなミズスマシ ないこともあって, こ
だいたりしていた。 そ a : Dineutus (1)ineutus) macrochirus REGIMBART (New Gu1- れまであまり研究され
の矢先, 本会の黒沢良 nea) b : Dinet‘tus (Porrhohynchus) margt'natus CAsTELNAu てきていないことを考
彦 . 渡辺 明両幹事か (BO「nee) C: Gy「1nuS (Gynm‘S) japOmC“S SHARP (日本) えると, 多くの種がま
ら, タマムシ科の概説が終るから何か水生甲虫につ だまだ追加されそうである。  最近でも,  BRINcK,
いて書いたらとお めを受けた。黒沢博士の名解説 MoucHAMPs, 0cHsの諸博士によってかなりの種が
の後で, この大任はとも思ったのであるが,  ミズス とくにアフリカ , 南アメリカから記載されてきた。
マシ科を手始めとして水生甲虫について何とか筆を しかし, ここ半世紀にわたって世界のミズスマシを
進めさせていただくことにした。 ここに, 黒沢・ 渡 対象に研究を進めてこられた OOHS博士が 1971 年
辺両幹事のご好意に深謝の意を表したい。 85才で亡くなられたことは非常に残念である。
概説 ミズスマシ科の甲虫は, その形の特異なこ 系統的に, ケ' ンゴロウ科に近いことを述べたが,
とから, 食肉亜目の他の群と容易に区別できるので, HATCH(1925) によれば, 中生代三量紀からジュラ
SHARP (1899) や FOWLER (1912) のように別の亜 紀にかけてゲンコ'ロウ科から分れたと分類や分布の
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d

第2 図 ミズスマシの化石
a, b : palaeOgynnuS St「19atuS SCHLECHTENDAL,
漸新世 (ScHLEcHTENDAL, 1894 による) c : M io dt -
neutes oemngensis HATCH, 中新世 (HATCH,1927 に
よる) d : Gyrinus PraeoPacus LoMNlcKI, 更新生
(LoMNIcKI, 1894 による).

研究から推定している。 化石としては, 新生代の古
第三紀漸新世から Palaeogyrinidae に属する 1 種

(Palaeogyrinus)が知られており, ゲンゴロウとミ
ズスマシの中間形態を示している。 この種はドイツ
北部で発見されたが, 眼が上下に二分されていない
ことはケ'ンゴロウに近いが, 他の特徴はミズスマシ
のそれを思わせるものがある。 新生代新第三紀の中
新世や第四紀の更新世から約15種のミズスマシの化
石が知られているが, いづれもすでに, 現代の種と
あまり変らない形態を,i、している。いっぼう, 甲虫
の起源に関する議論の中で,  コキプリ類とへビトン
ポ類の2 つの起源説がある。 後者を支持する証拠の
一つとして,  ミズスマシの幼虫がへビトンポの幼虫
に非常に似ていることをあげていることは注意をひ
こう。 これは今後の研究課題の一つでもある。
日本産種の研究史 日本から最初にミズスマシを
報告したのはMoTscHuLsKY(l866)でコミズスマシ
(G. curtus) が他の多くの昆虫に混じって唯1 種記
載された。 ついで, 甲虫の研究では欠かせないほど
有名なG. LEWISが持ち帰った標本に基づいて, 日
本の水生111虫研究の重要な原典となる' 'The water-
beetles of Japan'' を書いた SHARPが, その報告
の中で1873 年にミズスマシ (G. japontcus) とォォ
ミ ズ ス マシ (D marginatus) の2種を記載し,
1884 年にはオナガミズスマシ属の3 種 (0- a9111S,
punctipennis, regimbarti) を記載した。 それと前

第37号 (1977年4 月 )

後して, REGIMBART ( l882, '83) は世界のミズスマ
シをまとめたが,  日本産種としてはヒメ ミズスマン
(G gestroi) を記載した。 その中で, G. curtusと
したものは SHARP(1884) が G. jaPomcusに相当
するものであるとしている。

20世紀に入って, 松村(1906)が図鑑の中ではある
が, ォキナワオオミズスマシ (D. indicus) を記録
したが, 後にこの種はD me11yiの同定違いである
ことが判った。  ZAITzEv (1908)は旧北区のミズスマ
シ属(G:ynnus) をまとめ, それまでに知られた日本
産種を含み検索が付されている。 さらに, ZAITZEV
( l910) はオナガミズスマシ属 (0rectochilus) の2
観を日本から記載しているが, 後に 0CHS (1930)
は日本産種でないことを報告しているc l920年代以
降OOHS博士の活躍が始まりいろいろな報告に断片
的ながら日本産種が含まれており,  1926 年には D・
marginatusを D. onentalisのシノニムとした。

1930年代に入ると日本人の活躍が目覚しく , 神谷
( l931)がォナガミズスマシ属について報告し, つい
で淹沢 ( l931) が日本人として始めて全種をまとめ
た。神谷(1933)はひきつづきォォミズスマシ属, ミ

ズスマシ属, オナガミズスマシ属と属ごとにまとめ
テラニシオナガミズスマシ (0. teramS加i) とォナ
ガミズスマシの亜種 (0. regimbarti odaiensis) を
記載した。 しかし, 後者については, 上野(1954)が
paratypeを調べその有効性をうながすまで, この
亜種は忘れ去られたかのように原著者の報文中にも
取り扱われることがなかった。神谷 (1936) は日本
動物分類の1 冊としてミズスマシ科をコガシラミズ
ムシ科とともに解説したが, それを最後に, 日本人
によるミズスマシ研究は中断されることとなる。
その後, 第2 次世界大戦で国外との速絡がとだえ
ている間に,  BRINcK( l940, '41) がミズスマシ属の
2種 (G reticulatus, mPonensis) を記載したが,
未だに日本ではほとんど一般に知られないままであ
る。また, OcHs(l949) は日本産全種についてまと
め, 一部に再記載を公表しているし, ZAITZEV(l953)
は Fauna USSRで日本産種にも言及している。
戦争で中断された日本での研究活動は,  ミズスマ
シについての研究者が出ないこともあって最近まで
図鑑類などでの図説を除いてはほとんどなかった。
近年になって, 琉球列島での昆虫相調査が活発とな
り, 佐藤 (l962) は徳之島の種について報告し,  ツ
マキレオオミズスマシを亜種 (D aus tra l is t oku-
noshimanus) として記載した。  ひきつづき, 佐藤
(1971) は八重山群島からミズスマシ属とォナガミ
ズスマシ属のそれぞれ1 種 (G ryltkyuenStS, 0.
yayeyamensis) を記載した。 ごく最近になって,
上野ほか (1973) は“日本淡水生物学”の中で日本
産種の概要を述べ, 亜科までの検索を付した。
以上が成虫による日本産種の小史であるが, 幼虫
や生態についての報告は, 横山(1929), 恒速(1936)
荒 (1936, '40), 島(1937), 丹羽(l938), 下泉・ 稲
葉 (1938), 本城 (1941, '45), 森山 (1941) など僅
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かにすぎない。 幼虫の分類については, BERTRAND
( l972) の報文が最も参考となる。 日本産種について
は, 津田ほか(1962)による幼虫3 種の図説は検索も
あり手引として手 である。
外部形態 体長3~25mm. 体は1f1円ないし長lf1 円
形で, lf面は膨隆するが, 体下面はやや 平となる。
1?面は滑沢 (Gyr ininae, Enhydrinae) または密に
徴毛を具える (0rectochi rinae)。色彩は黒を主調と
するが, 褐色を帶ぴたり, 緑気味の光沢を有する場
合があるe体下面, l技, 口器, 体背面のrill側など黄
色ないし褐色となることがある。
頭部は解S広く . 背面は 沢。 頭概-は明瞭に認めら
れ, 横長となるe 上111は大きく , 半円状あるいは三
角状に前方へ張り出し, 緑部に軟毛を密生する。複
限は大きく , ト.下に二分され, 上方のそれは下方の
ものより小さいc 触角は上 の基部と上下複限間の
窪みから生じ,  8 ~11節からなり, 非常に
短い。第1 節は小さく球茎で, 第2 節は大
きく盃状で使節を付属させ, その外緑に細
毛を具えるc 第3 節から先端節はそれそ'れ
密に接し提棒状となるが, 属により節数が
異なる。 口器は頭部の前方に付き, 大a 揩
短く , 内集節は細くて尖る。小a理技は4 節
からなり, 先端節が長い。小理ｫ、基部は膨れ 14

る。 下 枝は3 節からなる。 jIE下tEl基節は
中央部が窪み, 両 -がよく発達する。
胸部は頭部より幅広く , 画側は前方へ狭
まり, 前・ 後緑は波状となり, 背面は滑沢。 l

前胸腹板は横長で, 中央部が隆起し後方は
実起となる (Gyrininae, Enhydr inae) か,
あるいは僅かに突出する (0rectochil inae)。
前基節高は後方が開く。 中胸 板は大きく ,
基部に組大点刻を敞布し, 前緑は緑取られ
る。中基節はよく発達し, 左右は離れてい 15

る。中・ 後胸前側板および後側板は圧下さ
れ, 前肢を納めるように構状となっている。
後胸腹板は小さく , 両側は中・ 後基節の間
に興状に延びる。後基節は大きく , 略三角
状で隆起線によって圧下された部分と明瞭
に分けられ, 後者は後肢を納めるようにな 16
っている。 小輛板は認められない群と認め
られる群がある。前肢は細長く , よく発達
している。附節はほぼ同じ長さで, 雌は単
純であるが, 雄は下面に吸盤を具える。 中
・ 後肢は短かく , 平で, 背面からは使か
に認められる位である。各肢の基・ 転節は
よく発達している。
上翅の基部は前胸:t liと同じ幅で, 両側は
中央部で最も申面広く , そこから後方へ狭ま
る。先端部は鋸歯状となったり, 円まった
り変化が多く種によって特徴がある。 両緑
は上反し, 側片は基部から翅端に達する。
背面は膨隆し, 11条の点刻列を具える場合
(Gyrininae) とそれを欠く場合 (Enhyd-
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第3 図 ミズスマシの頭部

1 : 限. 2 : 触角.  3 : 頭構,  4 : 1[1」ll , 5 :
大a9.,  6 : 小理.11.  7 : 下属枝,  8 : 1座下IS基節
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第4 図 ミズスマシの体下面
1 : 亜下后基節,  2 : 複限,  3 : 頭益下部,  4 : 前胸側片,  5 :
前胸座i板,  6 : 前胸側板,  7 : 上組側片,  8 : 中胸前側板,  9 :
中胸後側板, 10 : 中胸腹板, 11 : 後胸前側板, 12 : 後胸腹板, 13
腹部, 14: 前肢, 15 : 中股, 16 : 後1技, A: 節,  B : 歴節, C
腿節, D : 転節,  E : 基節.
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rinae, Orectochilinae) があるe 間室は平i:llである
後表fl とその折りたたみ方の形式はヶ' ンコ ロウ科のそ
れによく似ている。
更部は8 節からなり, 腹板第1 節は消失し, 第2
・ 3節は癒合して1 節のようになる。そのため, 外
部からは6 節のように見えるe 背板は先端1 節また
は2 節が翅端より露出し角質となる。 雄交尾器は三
片型で, 中央片は単純で先端に向って細くなり , 側
片は先端に向って拡がり, 前緑に細毛を具える。基
片は膜質で, 中央・ 側片と密に接していない。雌交
尾器の産卵管側片はよく角質化している。
幼生期の形態 卵 : 長精円形で淡黄色を呈し, 表
面は網日状となる。 長さはミズスマシで約1.5 mm.
幼虫 : 体長は10~30mmで, 体は細長く , やや
平である。色彩は白色で部分的 (とくに頭・ 胸部)
に illないし黄褐色となるc

る。 頭;l病前緑には小歯があり, その数は属に
よって異なる。 触角は4 節, 小腮枝は4 節よ
りなるが触角より長い。 下 枝は3 節。大 、

は細い鎌状- 単限は6 個が一群となる. 前胸
は11更化し, 中・ 後胸より細い。腹部は10節か
らなり, 第9, 10節は他節より著しく細い。
第1 ~ 8 節の両側に1 対の鯉突起を具え, 第
9 節のそれは2 対ある。第10節先端に2 ~ 4
個の釣爪を具える。
自ll : 精円形で, 背面に徴毛を装う。頭部
は腹面に向って弯曲している。 腹部は8 節
よりなる。
幼虫の分類については, 今後ほとんど触れ
ない予定であるので, ここに参考までに亜科
までの検索を付記しておきたい。

ミ ズスマシ科幼虫の亜科の検索
1 (4 )  頭概前緑には数個の明瞭な突起を具

える。

2 (3 )  頭備前緑の突起は2 ~ 4 個で, 中央
突起に切れ込みがない 一 Gyrininae

3 (2 )  頭概前緑の突起は常に3 個で, 中央
突起に切れ込みがある一一 Enhydr inae

4 (1 )  頭橋前緑は平坦あるいは中央部が単
に前方へ張り出すにすぎない 一

Orectochi linae
生態 成虫は腹面で水の表面張力を利用し
て表面膜上を湘'リ旋回している。 しかし, 驚
いたりすると , 水中へ るがすぐに浮上して
くるし, 空中に飛び出すこともでき, 時とし
て灯火に飛来するc 呼吸は尾端から上翅と腹
部の間に貯えた空気で行なうが, 水中に潜る
時は尾端に気泡をつけている。  ミズスマシ・
オオミズスマシ亜科のものは主として, 池,
小川など止水域に近い環境に生息し, オナガ
ミズスマシ三Ill科のものは主として渓流で, 流
れがやや緩やかになった環境に生息している

第37 号 ( l977年4 月)
が, いづれの種も群をなしていることが多い。
これは, 身を守るすべを持たないものが, 群を形成
することによって外敵に対処するのだといわれてい
る。
卵は5 ~ 8 月に, 水中や水面の値物に列状に産み
つけられる。卵期間は約1 週間である。解化した幼
虫は盛んに水中を泳ぎf回り, 水面に落ちたり泳いで
いる小動物を捕食する。 呼吸は腹部にある鯉突起に
て行なわれるが, ケ' ンゴロウが尾端を水表面に出し
て呼吸するのに比べるとより水中生活に適応してい
るといえよう。 幼虫期間は4 ~ 5 週間で, 老熟幼虫
は陸へ上り, 水辺の植物などに泥と分泌液でRf l室を
作って l化する。 l期間は数日である。
成虫は水表面の生活により適応性を示しているこ
とは, その形態がよく ,J、 しているc 前肢は物を捕え
るのに使用し, 中・ 後肢は 平となって, 水中で同

頭部は精円形で, 背面に頭益線が認められ _ _ . .

c

一
V

第5 図 ミズスマシの幼虫とその頭構
a : Dineutus (SPinosodinet‘tes) onentalis (MoDEER) b :

C r加‘s (Gyr f Ms) ja o mc “s SHARP c : 0 rectoc加' lus sp.
(いづれも津田ほか, 1962 による)
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転させて水面を泳ぐのに適応している。 なお, その
際水面に生じる円形の渡の反射を触角で受け止めて
方向を知るといわれている。 限は上下に二分される
が水面を泳ぎながら, 水中と空中を同時に見れる機
能を具えている。 もちろん体形は水面生活に好都合
となっている。 なお, 越冬は成虫が, 水辺の土の中
に潜ってする。 食性は幼虫と同じようである。
分類 ミズスマシ科は3 亜科に分けられるが, 日
本にはそれらに含まれるそれぞれの代表的な3 属が
知られるだけである。 それで亜科への検索が即属へ
の検索に代用できることとなる。 前に記述した科の
特徴, ここに示した検索や今後示す検索などに用い
た特徴は, 日本産の種を対象として用いてあるため
諾外国のものには充当しない部分のあることを付記
しておく。

ミ ズスマシ科の亜科の検索

1 (4 )  第8 腹板は平一円形で, 中央に細毛からなる
条線はない。

2 ( 3 )  上 の会合線は緑どられる。前胸lf板の後
角に小孔がない。 小概板は認められない。 口
器に小腮外!jl・片がある -      -Gyrininae

3 (2 )  上超の会合線は緑どられない。 前胸背板の
後角に数本の剛毛をもった小孔がある。 小
板は認められない。 口器に小腮外集片がない

- - -  . Enhydrinae
4 (1 )  第8 腹板は細長く , 第7 ~ 8 一板中央に細

毛からなる条線がある。 小概一板は認められる
口器に小腮外集JILがない 一 0rectochi linae

( 名古屋女子大学)

0黒島の食葉性コガネムシ
筆者は最近, 'n沢良彦博士を通じて, 九州大学基ﾆ
学部の 原 寛氏が大隅諾島黒島で採集した食葉性
のコカネムシ類を検する機会を得た。同島における
コガネムソ類の分布記録, その他の報告は現在まで
にはなされていないことから, ここに記録し貴重な
標本を恵与された黒沢良彦博士の御厚意に報いたい
1. M a ladera (Maladera) satot NoMURA ト カ

ラ ビロウ ドコカ'ネ
26 6 , 29 9 , 黒島.  24. vi i i 975, 原 寛
採集。
本種はトカラ諾島中之島から 1 頭の雄を模式標本
として1963年に記載されたが, その後採集されたと
いう報告はなく , 今回の記録が原記IB(以来の記録で
あろうと思われる。
2. A o om'a icarf 'lata 1'ca l%afa LEWIS フタ
スジカンショ コガネ。

1 3 , 2 9 ,  黒島,  24. vii i975,  根原 寛採
集。
本種は九州本土および奄美大島などに記録がある
が, それらの地域の標本に比べて全体的にやや大型
(10.5~11.0mm) であることを除き, その他の点で
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は特にきわ立った特徴は見られない。
3. Lachaos terna kiotoensl s BRENsKE ク ロ コ ガ

ネ

1 , 黑島, 25. vii i975, 根原 寛採集。
4 . AnOmala raf,ocuprea MOTSCHULsKY ヒ メ コ

ガネ
l9 , 黑島, 24. vii i975, 原 '更採集。
本個体は, 頭部, 前胸背, 小術板が暗緑色で強い
光沢があり, 等all空iは黄褐色で前胸背などと同様の強
い光沢がある。このような色彩を持つ個体は, 九州
の中南部地域では比較的多く見られるものの, 他の
地域ではほとんど見ることができない。
5. Anomala alboPi1osa albopi1osa HOPE ア オ

ドウカ'ネ
60 ,) , 3n 9 , In島, 24 - 25. vii i975, 原
採集。

6. o m orrhl,za faPomca HOPE カ ナ フ ン

3 -o , 29 9 , .iii島, 24 -25. vi i i975, 原
'

覚 採集。
7. OXyCeton:a forticula JANSONヒメハナムグリ

6 ,-? o , 3 9 , fa島, 24 - 25. vi l 1975, 原
電採集。 (東京都練馬区, 小林裕和)

0三浦半島神武寺でべ一 ツヒラタカミキリを再発見
神奈川県神武-jでのべ一 ツヒラタカミキ、) Eury-

Poda batesi GAHAN は, 戦前に数頭まとめて採集
されて以後,  2 ~ 3 年前に超1李eが捨われるまで, は
っきりした記録はなかった. 筆者らは1976年, 同地
において本種を採集することができたので報告して
おく。

4 0 , , 15. vii i. 1976, 能木繁離・ 高桑正敏・ 小
田義広採集 ; 30 6 3 9 9 , 20. viii. 1976, 田中康
彦 ・ 露木繁雄採集。

8 月15日は日中に採集を行ない, :iiに太いシイの
立枯れにある, 一見脱出・iLのような新しい穴に酢酸
エチルを湿した綿棒を差し込んで, 出て来たものを
捕えた。  8 月20日は夜間に行き, 前述のような方法
と, 立枯れ表面を歩行中のもの, 穴から頭部を少し
のぞかしているもの, 根の割れ口に産卵中のものな
どを得た。
樓息している穴はやや 平で, なせ'か縦長に開い
ているものがほとんどであったe また大きな穴から
は大きな個体が, 小さい穴から小さい個体が出てく
るのも不思議で, そのノ、:から出たり入ったりしてい
るのだろうか。 諾賢のご意見をイ,'1いたいものである
またこの年には, 神奈川県真観半島の先端近くで
も採集されたが, 同地においてはこれまで採集例が
知られていなかったので, 併せて報告しておきたい

3 , , 16. vii i. 1976, 小林敏男・ 小田義広採
集。
採集法は神武寺の場合と同様な方法であったc シ
イの林が残っている場所で探せば, 他所でも本種が
採集されるのではないだろうか。

(神奈川県逗子市, 露木繁雄・ 神奈川県高座郡,
小田義広)
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0オオスズメバチの果中から採集されたハネカクシ
昨年末, 中島 躬博士にお会いした時に, 同博士
がォォスズ バチの,o液分析の必要から多数の個体
を集ごと採集した際, その架の中から1 頭の中型の
ハネカクシが出て来たとの話をうかがった。 早速そ
の標本を郵送していただき検視した結果, それはコ
クシヒケ'ハネカクシ Ve11eiuS SetOSuS SHARPであ
ることを確めた。
本種は比較的稀な種で, 現在まで模式産地の1fi業
沼の他, 札幌, 大書産 , 東京都東村山市から記録
されているのみである。 東村山市からの記録には本
種がコナラの樹液に集来していたことが記されてい
るが, このことを除いては生態的知見は管無の状態
である。 しかしながら, 本種に近緑のナミクシヒケ'
ハネカ クシ V di latatus (FAB ) はヨーロッパて
は古くから VesPa crabro LINNE と共生している
ことが知られているので, あるいは本種も生態的に
オオスズ バチと何らかの関係を持っているものと
も子測することができ極めて興味深い。 なお, 採集
デー ター は下記の通りである。

1 雌, 広島県世羅郡小国 (オオスズ ノ、チの果中
より), 8. xi i976, rt:'島 身線集。
末筆ながら標本の御惠与と興味ある事実の御教,1-
にあづかった中島博士に心から御礼申しあげる。

(東京農大, 渡辺泰明)
0 ヵワイヒラアシコメツキの記録
カ ワイ ヒラアシコ メツ

キ I、schiodontus kau,ai l
OHIRA, 1967 は, 1962年
に;lai 美大島の名瀬で採集
された1 雌個体に基づい
て大平仁夫博士によって
記載された種であるが,
筆者の知るかぎりではそ
の後の記録はないようで
ある。 しかしながら, 今
回屋久島で採集された本
種を下記の如く検するこ
とができたので報告して
おく。

1 頭, 屋久島白谷林道,
採集。

21. v i i i975,  平并

末筆ながら貴重な標本を提供された平井 勇氏に
深く感謝する。 (東京農大, 鈴木 亙)
0ナガオミゾムネサビキコリの記録訂正
筆者は本誌36号において, 沖識本島産のナガオミ
ゾムネサビキコリを同島新記録種としたが, すでに
KlsHII ( l974) によって記録がなされていた。 また,
本種はHAYEK(l973), 大平(1976) による再度の検
討によって学名の変更がなされて, その結果 nagaoi
と  luPinosus はそれぞれ別種として取り扱われて
いるので, 筆者が先に 1uPinosusとして記録した種
を M gaa と言了正しておきたい。

(東京農大, 鈴木 互)

第37 号 (1977年4 月)
0伊豆諸島神津島5 月の力ミキリ
伊豆諾島神津島の甲虫については, 来島する採集
者が少ないこともあってか,  これまでに記録された
カミキリの種類は伊豆七島の中でも利島に次いで少
ない。 筆者はたまたま過去に4 回ほど神津島を訪れ
ているが, そのうちの1973年5 月19 - 21 日の力ミキ
リ科の採集記録をここに記し, 諸氏の参考に供した
い。 和名右上の* 印は神津島初記録種である。
1. タイ ワンメ ダカカ ミキリ Ste' thomalus tai -
ωanus M ATSUSHITA 1 - ) .

2. ヒメスギカミキリ* Palaeoca11idium rut Pen-
ne (MOTSCHULSKY) 1 9 .

3. ヒメクロ トラカミキリ* RhaPhuma diminuta
diminuta (BATES) 10頭.

4. ハチジ ョウウスアヤカ ミキリ Bumetopia j'a-
OmCa 11a a a HAYASHI 12 (

一

、 、

一 10 9 .
5. AsaPerda sp. l 3 9 .

シナノ クロフカ ミキリ A agapanthina BATES
とほとんど区別できないものから御蔵島に産する同
属の不明種に近いものまで得られた。 これら標本は
現在小宮次郎氏が研究中である。
6. ア トモンサビカ ミキリ Ptero1ophia granula-

tuS (MOTSCHULSKY) l l、1 9 .
7 . ケ シ カ ミ キ リ Miae' ua tonsa (BATES) 2頭.
8. オキノェラプコプヒケ'カミキリ亜種 RhodoPi-

na okinoerabuana komiyai HAYAsHl l o .

カラスザンショウの枯枝中より得た。本種につい
ては筆者らが RhodoPina sp. とした (月刊むし18
号, PP 2-9, figs., 1972) ものと同じで, その後
本亜種の原産地である八文島産の約10頭の標本を見
た結果, いちおう上記の亜種名を当てておくことが
適当だと思われる。
9. クモノスモンサビカミキリ* GraPhidessaυe-

nata BATES 5頭.
本州産の個体と比較するど, いくぶんクモの果模
様と地色がくすんでおり,  この点では三宅島, 御蔵
島, 八丈島の個体と近い。
10. コケ'チャサビカ ミキリ MI'mecfat ima men'dia-

n a (MATSUSHITA) 2頭.
他の甲虫としてはウパタマムシ, サシケ'チビタマ
ムシなどを採集した。   (横浜市金沢区, 高桑正敏)
OComebus quadr ispinosus FAIRMAIRE, l891
台湾中南部の記録

1953年黒沢博士は中国から記載されたC quadri-
SptnOsus FAIRMAIRE, 1891 を台湾北部ララ山産の
標本を基に台湾初記録として発表したが, その後の
報告はないため,  ここに台湾からの追加採集例をあ
げておく。 なお標本を快く下さった採集者の方々に
深謝する。

19 , 南投県南山渓, 28. vi. 1973, 水沼哲郎採集。
1 , 嘉義県 起湖, 24. v. 1975,  松田 潔採集。
1 3 2 9 9, 南投県梅峰, 19~20. v. 1975, 筆者採
集。 1 ;6 1 9 , 高雄県六 郷扁平, 5. vi. 1976, 久
保田正秀採集。 (横浜市磯子区, 秋山黄洋)
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0伊豆御蔵島から新記録のヒゲナガゾウムシ
伊豆御蔵島のヒケ'ナガゾウムシ科に関しては, 沢

l日玄正・ 渡辺 明 ( _学集報 ,14 (1  )  : 1~48 ,1969
によっ て, ア トホシヒ メ ヒケ'ナカ' ゾウムシ i n i h s

''apomcofa, ホソヒケ'ナガゾウムシ y seus deOffl s
のf技か2 種が記録されているに過き' ない。 しかし最
近, 筆者は林 良一, 鈴木 互両氏から同島で採集
された 5 種類のヒケ'ナカ' ゾウムシの意与を受けた。
それらの中でァ トホシヒメ ヒケ'ナガゾウムシを除い
た4 種は同島から未記録なので報告しておく。
1. 0'cyderes fasligata JORDAN

l頭, 川田, 17. vi i i974, 鈴木 ':L採集。
本種は台湾で採集された雌個体に基づいて記'j  さ
れたもので, 本邦においては三重, 徳島及び 美大
島等から知られている。 なお, 筆者は福岡県英彦山
で採集した10個体をも検している。
2 . Acor m‘s anc加s JORDAN

2頭, 里. l7. viii. 1974, 林 良一・ 鈴木 fl採
集 ; 2頭, 川田, 21 ・22. vii i974, 鈴木 /,採集
本種は台湾を模式産地として記械されたが, その
後鹿児島, 屋久島, 美大島及び沖組等から記録さ
れている。
3. aa n s S s 0 gfpes SHARP ナ力'アシヒケ'ナ
ガゾウムシ

7頭, 里, 14. vii i974,  鈴木 f、il採集 ; 5頭,
川田, 15 ・ 17 ・18. vi i i974. 鈴木 i i採集。
4. Ph1oeobius stenot des SHIBATA

l頭, 里, 17. vii i. l974, 林 良一採集。
本極は大阪府岩i勇山で採集された雄個体に基づい
て1963年に記破されたが, 筆者が知り得る限りでは
現在まで京都及び福岡から記録されているに過ぎな
い。雌竹を食害するといわれている。
なお, 末筆ながら標本を提供され筆者による報告
を快議された林 良一, 鈴木 IL画氏及び種々御数
i- の上, 文献の関覧を許された渡辺 明助教授に深
く感認する。 (束京農大, 妹尾俊男 )
0オオキポシハナノミ6 の北海道における採集例
オオキポシハナノ ミ aos加 fia%a%om1'a a gr oma

culata (CHuJo) は現在3 亜極に分けられ,  原亜種
は台湾に, subsp.amamiana NoMuRAは 美大島
に,  subsp m'PPomca NoMuRA に当てられている
ものがトカラ列島中之島, 屋久島, 対馬, 九州, 四
国, 本州, 北海道に分布する。もともとは南方系の
種であろうと推測されるが, 本州では m'PPomcaの
原産地である索良県春日山の他に, 近年相次いで和
歌山県大塔山, 三重県平 , 山梨県小金沢, 福島県
下などから報告され, 本種の分布がブナ帶にまで及
んでいることが判った。一方, 北海道においては南
大9'のトムラウシで採集された(中根 彦, 1957) 1
9 がこれまで知られていただけだが, 中根博士の記
述にもあるように, この9 は淡黄色の斑紋を持ち,
濃黄色のniPPo'ucaとは速つていて色彩から判断す
れば amamianaダイブのものであった。このよう
に, 南方系の種と思われるものが北海道にも分布す
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るとぃう興味深さに加え
斑絞の色彩の間題もあっ
て北海道における追加採
集例が望まれていたが,
1976年に入江平吉氏によ
り1 頭の6 が採集された
のでここに報告しておくc

1 ), 北海道北見支庁
生m原町豊原, 28. vil.
1976.
この個体の斑紋はいく
ぶん淡黄色ぎみで, 写真
からも判るように, 小1llfi
板後方の会合部の黄色紋
は短く , 上 基部%'付近
の側方寄りの絞は肉限で
は認めがたいほど退化し,
後方の紋は縮少して側緑
部にまったく届かず, し
かも上部からの9;入が認

められないという特徴の他に, 体は d美大島産や対
馬・ 屋久島産のo と比べるとかなり太く , 尾節板も
いくぶん太短いという特徴がある。 これらを総合し
て考えてみると, 上翅後方の紋の形を除けばこの個
体はむしろ台湾産 (個体差は大きいようだが) によ
り近い面があり , きわめて興味深いことと思われる
なお, ケ'ニタリアは他産地のものと特に差は見い
出せなかった。
この標本は筆者が保管している。 未尾ながら, い
つも貴重な資料を意与いただいている入江平吉氏に
厚くお礼申しあげる。 (横浜市金沢区, 高桑正敏)

0ハビロキンヘリタマムシ9 の記録
大木 裕氏が月刊むし 8 号35頁で群馬県武導山に
おける力ミキリ採集品という報告の中で, キンヘリ
タマムシ1 ex. を報告した。昨年秋に行なわれた日
本軸超目学会席上でこの標本を検する機会を得たと
ころ, これはキンヘリタマムシではなくハビロキン
ヘ リ タ マ ム シ Sai nti11atnx chinganensis nif)pon-
ensis (Y. KUROSAWA,  1953) の9であった。本jfE
種は岩手県区界峠松革で1947年 8 月 l 日列車内に飛
びこんだ1 o によって記載されたもので, その後群
馬県浅間高原で1 頭採集されているが来発表である
ため, 本報告が に関して最初のものと思われる。

1 9 , 群馬県武尊山十二社付近, 25. vi i i971,
大木 裕採集, 所蔵。

朝鮮, 満洲東北部, 大連等に産する原種とは前胸

背側緑の形, 趣 及び腹部の色などで異なる。 また
日本産同属のェサキキンヘリタ マムシ S kamt-
kochiana (0BENBERGER,1940) とは腹部末節端の形,
前.的背の形, ・ ケ' ニタリアの形が異なる。
最後に快く発表を許された大木 裕氏, 模式標本
を見せて下さ った黒沢良彦博士に深謝する。

(横 l、  市磯子区,  秋山黄洋
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収 入 の 部
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特別出版物会計収支決算報告

(昭和51年l2月31 日現在)
収 入 の 部 支 出 の

前年 度 繰 越 250,000 次 年
預 金 利 子 19 441

{ .

,。。,。。。

部

度 繰 越 369,441

合 計 369,441 ,   合 計 369, 441

「日本産甲虫目録」 の販売

本誌前号 (No. 36) に f,告致しました 「日本産甲
虫日録」の第1 回分が発刊されましたので, 内訳及
び販売方法等についてお知らせ致します。

No. 1 クワカ'タムシ科 (黒沢良彦) 9 頁 ; No 2
クロツヤムシ科 (同) 1頁 ; No 3 ハンミ ョウ科
(中根猛彦) 7頁 ; No 4 ホソガムシ科 (佐藤正
孝) 1 頁 ; No 5 マルドロムシ科 (同)2 頁 ; No.
6 ヒラタ ドロムシ科 (同) 2頁 ; No 7 チ ビ ドロ
ムシ科 (同) 2頁。
これら各号は分冊せず一括販売することに致しま
す。また, 阪売については会計上の混乱等を回避す
るため談話会では直接タッチせず, 一切を東京通販
サービス社に委,111することに致しましたので, 購入
希望の方は直接東京通販サービス社にお中し込み下
さ い。

販売価格は1 セット (No.1 ~No 7)￥. 800 (送
料別) ですが, 会員は本号同封の割引券を利用すれ
ば ( 1 同限り ) ￥ 600 (送料別 ) で購入することが
出来ます。 なお, 東京通販サービス社への連絡は下
記の通りです。
〒 156 東京都世田谷l:入:千歳局私書箱33号
Tel. (03) 426 -6012 郵使振替 東京0- 73, 156

東京通 販サー ビス 社

甲虫談話会
会費 ( l 力年) 1500円, 次号は6 月中旬発行子定

投稿 切は5 月20日。
発行人 黒沢良彦
発行所 甲虫談話会 東京都台東区上野公国

国立科学博物館動物研究部内
電話 (364) 2311,振替 束京 60664

、   タツミの昆虫採集器具 1
、 ドイツ型標本箱 木製大 ￥5,000, 桐合板:
1 製インロー型標本箱中￥1 400, 送料一箱につき
、

,

,

都内及第一地帯 : 3個以下￥1,200, 4 個以上￥850
(以下同様), 第2 地帯￥1,400, ￥950, 第3 地帯、

1 ￥1600, ￥1,050. 其他, 各種器具, 針などを製作1
1 販売してます。カタログを御請求下さい。 (￥140)
1 タ ツ   ミ   製作 所 ミ
〒113  東京都文.j区湯島2-21-25 ミ

、電話 (03) 811-4547, 振替 6-113479 ,

0タイワンアカアシアオカミキリの食樹について
タイワンアカアシア オカ ミ キリ  APhrodisium

sautert (MATSUSHITA) は5 月上中旬にクリの花に
集まる美しいアオカミキリであるが, 個体数は多く
ないようである。 本種の食樹についての報告は今ま
でなかったようであるが, 筆者はl975年5 月9 日台
湾南投県 社のクリ林でクリの樹皮から半分体を出
している本種1 9 を採集した。 脱出口があるので本
種の食樹としてクリをあげる。
なお, 平山修次郎 「原色甲虫図譜」44図版第8 図
にトム ソンオオアオカ ミキリ Ch1ori dorum thom-
s o m PAscoE  として図示されているのは本種の誤
りであるという。 (横浜市磯子区, 秋山黄洋)

- <連格・ 報告>
◇談話会 本年の談話会も昨年通り,  3 の倍数月

(3 ・6 ・9 ・12) に開確される予定ですので予め御フ
知置き下さい。 昨年行われた談話会の演題及び演者
は下記の通りです。
第1 回例会 : 昭和51年3 月28日, 関東及び隣接地
域に生息するォサムシ類の分布と間題点一奥村 尚
(横浜市)。第2 回例会: 昭和51年6 月l3日, 小9源
話島のカミキリムシ相一藤田 宏(束京都)。第3 同
例会 : 昭和51年9 月26日, 日本産オビハナノミ属に
ついて一高桑正敏 (横浜市)。 第4 回例会 ; 昭和51年
12月19日, 1)  水生甲虫に関する最近の動向一佐藤
正孝(名古屋女子大), 2) 東南アジア (タイ ・ マレ
・ スマトラ) 採集談一斎藤秀生・ 鈴木 互 (東京
大)。 なお,  例会終了後昨年に引き続き 「余剰文
献」のオークションが行われ, 売上代金のすべてが
本会に寄附された。また, 恒例の忘年会が 「島正」
で行われ, 仙台市の渡辺 徳氏をはじめ多数の会員
が参加し虫談に花を咲かせた。
◇会計報告 昭和51年度の決算が下記の通り世話
人会で了承されましたので御報告致します。
一般会計収支決算報告 (昭和51年12月31 日現在)

前年度繰越163,745 l 甲虫ニュース印刷費
会 費 収 入 195,000  (No 33~No36)325,720
,、 ックナンパー 通信・ 郵送費 73, 250
分 譲

77' 2001事務用品費 7, 700
広 告 費 40,000 , 特別会計へ振替 100,000
預 金 利 子 2,874 '雑 費 4, 000
寄 附 金251,7001 次年度線越219849

1電語 0 409 - 6401 (ムシは一はん ) 1振 替 東 、 21129 1

_

志賀昆虫普及社 1

昆虫の器具は 「志資昆虫」へ 1日本ではじめてできた有頭 虫針! !
1 , 2, 3 , 4 , 5号 (各号 100本160円)
なお, 無頭針00号もできました。その他, 採集・1
標本整理用各種器具も取摘えてあります。
〒 150  東京都渋谷区渋谷1 丁日7 - 6


